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●第３期科学技術基本計画（H18.3、閣議決定）において、高速増殖炉サイクル技術を国家基幹技術に選定。
●経産省「原子力部会」が「原子力立国計画」を策定（H18.8）。
①実証炉等の2025年頃までの実現を目指す ②2050年より前に商業ベースでのＦＢＲの導入を目指す

●文科省「原子力分野の研究開発に関する委員会」が「高速増殖炉サイクルの研究開発方針について」をとりまとめ（H18.10）。
①主概念の選定 ②今後は「実用化研究開発」として、実用化に集中した技術開発を行い、研究開発を加速する

●これらに基づき、原子力委員会が「今後10年程度の間における研究開発に関する基本方針」を決定（H18.12）。
●「高速増殖炉サイクル実証プロセスへの円滑移行に関する五者協議会」（文科省、経産省、電事連、電工会、原子力機構）において、
「基本設計開始までのＦＢＲ研究開発体制（炉関係）」が決定され、原子力委員会に報告（H18.12）。

【原子力機構の活動】
●理事長を本部長とする「高速増殖炉サイクル技術開発推進本部会議」を設置し、一元的推進体制を確立（H18.9)。
●次世代原子力システム／核燃料サイクル研究開発・評価委員会において、２０１０年までの研究開発計画等を評価中。
●中核メーカの募集を実施し（H19.2～3）、現在選定作業中。

2015年頃までの研究開発の展開

最近のトピックス

（年度）

実用施設及びその実証施設の概念設計

革新技術の要素技術開発
チェック&レビュー

◆国内関係機関との連携

・電気事業者

・研究機関（電中研等）

・国内メーカ ・大学

◆国際協力

・GNEP、GEN-IV、INPRO

・二国間協力（日仏、日米 等）

実用化戦略調査研究実用化戦略調査研究

フェーズフェーズⅡⅡ

（（20012001～～20052005年度）年度）

高速増殖炉高速増殖炉サイクル実用化研究開発サイクル実用化研究開発

2005 20152010

高速増殖原型炉「もんじゅ」

◆改造工事

◆確認試験

革新技術の
成立性見極め
（2015年）

概
念
設
計
と
研
究
開
発
計
画
の
提
示

（２
０
１
５
年
）

革新技術の
採用可否判断
（2010年）国

の
評
価
・方
針

「もんじゅ」における研究開発
◆発電プラントとしての信頼性の実証 ◆ナトリウム取扱技術の確立

基本設計開始までのＦＢＲ研究開発体制

高速増殖炉サイクル実用化研究開発の進捗
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高速増殖原型炉「もんじゅ」の現状

・改造工事進捗率94％（平成19年3月末現在）

・ 初装荷燃料に係る設置許可変更申請

（平成18年10月）

・工事確認試験開始（平成18年12月）

（平成19年3月末現在：全86項目中25項目終了）

最近のトピックス

・工事確認試験を終了し、プラント確認試験を

実施。

・その後、地元との協議を踏まえ、性能試験

（炉心確認試験、40%出力プラント確認試験、

出力上昇試験）の再開を目指す。

平成１６
年度 平成１７年度 平成１９年度平成１８年度

本 体 工 事

1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

工 事 確 認 試 験

設備点検 （適宜実施）

照明器具の撤去、仮設電源の設置、
床、壁の穴あけ工事、扉・ハッチ改造など

２次冷却系温度計の交換・撤去工事、
ナトリウム漏えい対策に係る改造工事、
蒸気発生器信頼性向上に係る改造工事

セルモニタ機能試験、ドレン系機能試験、窒素ガス注入設備機能試験
蒸発器ブロー動作確認試験 など

性能試験

準 備 工 事

プラント確認試験

臨界

改造工事進捗率（２月末現在）

全体進捗率 約９３％

平成２０年度

4～6 7～9

（窒素ガス貯蔵タンク
据付工事）

１次主冷却系循環ポンプ運転試験、
制御棒駆動装置運転試験、燃料健全性確認、
燃料取替、原子炉格納容器漏えい率試験 など

工事確認試験の開始
（炉外燃料貯蔵設備関連試験）

総合漏えい監視システム設置（改造工事）
＋ＩＴＶとの組合せ作動試験（確認試験） 今後の予定

窒素ガスタンク
据付工事
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ＩＴＥＲ計画、幅広いアプローチ活動の現状

・ ITER協定の署名 (H18.11)

・ 幅広いアプローチ六ヶ所サイト地（弥栄平D地区）決定(H18.11)

・ 幅広いアプローチ協定の署名 (H19.2)

現在、第166回通常国会で
機構法の改正、ITER協定及びBA協定の承認について審議中。

最近のトピックス

原型炉設計研究
開発調整センター

ITER遠隔実験センター・
計算シミュレーションセンター

サテライトトカマク(那珂市)

JT-60

カダラッシュ

ITER計画
幅広いアプローチ(BA) 活動

六ヶ所村

那珂市

国際核融合エネルギー
研究センター（六ヶ所村）

国際核融合材料照射施設国際核融合材料照射施設(IFMIF)(IFMIF)
の工学実証・設計活動の工学実証・設計活動（六ヶ所村）

ITER協定署名式 11月21日（火）
パリ、エリゼ宮

BA協定署名式 2月5日（月）
東京、外務省飯倉公館

いやさかだいら
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高レベル放射性廃棄物処分研究開発の現状

地層処分
研究開始

研究成果
第１次
取りまとめ

研究成果
第２次
取りまとめ

事業と規制を支える技術基盤
の継続的な強化

1976年 1992年 2000年 2020年～ 2030年～

原環機構設立 最終処分地選定 処分場操業開始

研究開発

処分事業

幌延深地層研究センター
● 幌延深地層研究計画 （堆積岩）

東海研究開発センター

●地層処分基盤研究施設
(ENTRY) 

●地層処分放射化学
研究施設(QUALITY)

東濃地科学センター
● 超深地層研究所計画 （結晶質岩）

換気立坑掘削状況ＰＲ施設
（建設中）

研究管理棟・試験棟

建設上屋

100m坑道貫通状況
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J-PARC(大強度陽子加速器）計画の現状

―加速器施設建設工程の約75%が終了―

ビームライン

物質・生命科学実験施設に

中性子利用実験用ビーム

ラインの据付工事を開始

リニアックビーム調整試験を開始し

(平成18年11月）、所期の目標値
である加速エネルギー181MeVを
達成（平成19年1月）

3GeVシンクロトロン用
電磁石の設置を終了し、

通電試験を開始

３GeV シンクロトロン

リニアック

物質・生命科学実験施設

平成20年10月
施設供用開始予定

原子核・素粒子
実験施設

3 GeV 
シンクロトロン

リニアック

ニュートリノ
実験施設

50 GeV 
シンクロトロン

物質・生命科学
実験施設

核変換実験施設
（Ⅱ期）



6

後年度資金計画（Ｈ19年度～Ｈ27年度）

○第１期中期計画期間中（Ｈ20、21年度の2年間）における不足額（累計）は、「一般会計」で約１８０億円、「特別会計」で約７１０億円。

○第２期中期計画期間中における不足額（累計）は、「一般会計」で約４６０億円、「特別会計」で約３，２３０億円。

【一般会計】
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【特別会計】

(2010) (2015)

（年度）

（年度）
（億円）

高速増殖炉サイクル実用化研究費

もんじゅ、常陽等高速増殖炉サイクル研究開発費

高レベル放射性廃棄物処分研究開発費

廃止措置・放射性廃棄物処理処分研究開発費

その他事業、人件費・管理費等

想定される予算シーリング

その他事業、人件費・管理費等

廃止措置・放射性廃棄物処理処分研究開発費

量子ビーム応用研究費

核融合研究開発費

想定される予算シーリング


